
平成21年度活動内容

1. 2010年2月「三重大学ユネスコ・スクール委員会」発足

2. 学内におけるユネスコ・スクール推進体制の確立

3.「ユネスコ・スクール研修会／シンポジウム in 三重」開催

4. 関連活動のユネスコ・スクール活動としての再定義

環境ISO学生委員会の活動：三重大学３R活動

北立誠小学校との環境学習

三重大学ユネスコクラブの活動：世界遺産・熊野古道国際会議へ

の協力

近隣の小中学校５校(ユネスコスクール申請中)の「基礎教育の充

実」への支援

かめっぷりの活動（ウミガメの保護）

国際環境インターンシップ： COP15への参加

津市内小学生と三重大学生による国際パンゲア活動の推進

5. ユネスコ・スクール全国大会参加

6.「世界遺産学習全国プレサミットinなら／奈良教育大学ユネスコスク

ール教育実践研究会」参加

7. ユネスコ･スクール支援大学間ネットワークによるユネスコ・スク

ール全国ワークショップ等参加

三重大学ユネスコスクール活動内容

4. ユネスコスクール研修会／シンポジウム in 三重：

「美し国おこし・三重」活動報告・交流会と同時開催。三重の自然環

境の講演、ユネスコスクールに関する講演とポスター発表を行った

「美し国おこし・三重」活動報告・交流会の参加者約８００名（三重

県民）に対し、ユネスコスクールの活動について説明。同日には金

沢大学と共同で長野、愛知、岐阜の大学関係者を対象にした潜在的

ASPUnivNet加盟大学会合を実施。

5. 東海・北陸ユネスコスクール交流会参加：金沢大学主催で開催され

た交流会に参加、交流を深めた。

6. ユネスコスクール全国大会・フラッグシップ・プロジェクト推進ワ

ークショップ参加

7. 研修会用ビデオの制作

平成22年度活動内容

1. 学校教員向け研修会：延べ約140名の学校関係者にユネスコスクールについて説明

2. 「COP 10 in 三重」開催。アジア・太平洋地域（7カ国：ロシア,モンゴル,中国,韓国,日本,タイ,イ

ンドネシア）から200名が参加

3. 熊野古道研修



12月10日(土)
「三重大学ユネスコスクール研修会/シンポジウム2011
」を開催。東海・北陸地区を中心とするASPUnivNetの
活性化に向けての研修会やユネスコスクール活動を推進
するためのシンポジウムが行われ、熱心に意見交換を行
った。

「三重大学英語スピーチコンテスト」
三重大学生の他、県内の高校生をゲストスピーカーと
して招待。
12月17(土)

「グローバル人財育成シンポジウム」
駐名古屋大韓民国総領事館李均東総領事、株式会社東芝
金井淳人事部長による基調講演。中華人民共和国駐名古
屋総領事館教育・文化担当黄菊花領事、三重県安田敏春
副知事をパネリストして招へい。
12月21日(水)

「国際交流パーティー」
三重県下の国際交流関係団体代表者、学内教員、学生、
留学生等の交流を図る

平成23年度活動内容

平成23年度ユネスコスクール活動計画
１ 「ユネスコスクール研修会／シンポジウム in 三重」開催

ユネスコスクール年間活動の総括
国際交流センターの国際交流週間と連携
潜在的USPUnivNet加盟大学会合開催

２ ユネスコスクール加盟校・申請校を中心とする近隣小中学校への支援
３ 「持続発展教育(ESD)の活性化」
４ 「世界遺産・熊野古道の保全と次世代への継承」
５ 「多文化共生の活性化」
６ 「ICTを通したストーリーテリング」
７ 「HP・広報・報告集発行」
8 「ASPUnivNet連絡会議」

学習支援「ユネスコスクール加盟校・申請校を中心とする近隣小・中学校への学習支援」

鈴鹿市内の小中学校
名張市内の小中高校

体験学習・研修会「世界遺産・熊野古道の保全と次世代への継承」

本学学生、県内の小中学校の教師、NPOも対象として参加を募り、様々な角度から世界遺産である熊
野古道の意義を交換しあう場を作る。

学習支援「持続発展教育(ESD)の活性化」

三重県内の小中高大学を対象とする実践的エネルギー環境教育の実施
町屋海岸地域の生物多様性環境教育

学習支援・交流会「異文化共生教育の活性化」

三重大学の留学生と在学生との交流

第5回三重大学国際交流週間において

ユネスコスクール活動の周知・広報活動（予定）


